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昨今の大学における講義風景は，中堅以上の読者にとっ

ては想像できないほど様変わりしている．大学講義の今時

の事情は，シラバス，FD (faculty development)，学生

の授業評価アンケートなどさまざまな言葉で表され，教育

の質が問われる時代になった．特に，シラバスでは講義科

目の目的，達成目標，全体の構成等を学生に提示する必要

があり，そのため講義計画を立てて初めて書くことができ

る．そうなると，講義の準備は学期が始まる相当前からし

なくてはならない．教師が前年使用した講義ノートの誘惑

を振り切って白紙のシラバスに立ち向かうには，それなり

のエネルギーが必要である．そのようなとき，よい教科書

に恵まれると，かけるエネルギーを別の面に振り向けられ

る．すなわち，よい教科書とは，学生をよい方向に導くと

ともに大学教員にも大いに手助けになるものであろう．

本書は，そのような類の良書で，電子情報通信学会が編

纂した大学シリーズの一冊であり，最近の光エレクトロニ

クスの進展を理解するうえで基本となる光と物質との相互

作用を学部生・大学院生向けの教科書としてまとめてい

る．従来の光エレクトロニクス分野を理解するには光物性

で十分であろうが，本書ではあえて「光・電磁物性」と

し，電磁物性の分野も取り入れることで，学生等の若い読

者をより広い世界へ導こうとする著者らの意気込みが感じ

られる．著者らは「光物性と電磁物性の違いを，電磁波を

波動あるいは光量子と考えて物質との相互作用を考察する

か，準静的な場と考えて考察するか」であるとし，できる

だけ「統合的に記述」するように心がけており，随所にそ

の配慮がうかがえる．

本書は，10章からなり，大学の講義に当てはめると「1.5

時間30回程度分」に対応しており，内容的に密度が濃い

ものとなっている．

1章では波動としての光波の性質について，偏光現象，

反射と屈折等の基本事項をまとめている．2章では，光と

物質の相互作用として量子論の視点から光吸収と放出につ

いて整理している．

3～5章は，半導体を前提として光吸収，光放出，光電

効果を論じている．3章では，エネルギー帯理論に基づい

た固体の光吸収を考察している．エネルギー帯理論につい

ての簡単な復習から入って実効質量，基礎吸収端などを学

習する．4章では，3章と逆過程である「固体のルミネセ

ンス」を扱っている．さまざまなルミネセンスについて総

括的に紹介し，半導体に関連したルミネセンスをエネルギ

ーバンドモデルによって考察し，発光効率，放射再結合寿

命などの概念を導入している．5章「光電効果」では，そ

の概括的な定義を示し，光電子放出効果について3つの過

程によることを平易に説明している．

6章「その他の光物性現象」では，これまでの章とは趣

が異なり光と物質との相互作用現象を説明するアラカルト

的な章であり，結晶光学，非線形光学，電気光学効果など

に言及している．

7章以降は本書名の後半部分である電磁物性を扱い，7，

8章で外部電界と，9，10章で外部磁界とそれぞれ物質と

の相互作用について触れている．まず，7章「物質の誘電

的性質」では，分極と誘電率の基礎的な知識を整理し，さ

まざまな誘電分極のメカニズムや誘電率分散を基礎運動方

程式から解説している．8章では強誘電現象を概説し，自

発分極の発生メカニズム，強誘電性にかかわる相転移につ

いて分極エネルギーを使って考察している．9章「物質の

磁気的性質」では，磁界中に置かれた物質の磁化の本質で

ある原子や電子の磁気モーメントの起源から始まって，ミ

クロな磁気モーメントがどのようにしてマクロな物質の磁

化を形成するかを学習する．最後に10章では，磁界のな

い状態でも強く磁化している強磁性体の性質，自発磁化の

メカニズムと強磁性体の種類をまとめている．

本書は，教科書のために企画された学会シリーズの一冊

であるため，教室で教師がその本質を解説するという想定

が本書をより有効に使うためには理想であるように思う．

そういう意味からも，本書は教師と学生との相互作用を媒

介するという教科書本来の役割を見事に実現しているとい

える．また，各章末には適切な課題も数問準備されてお

り，学生が考え出す力を養うというこの教科書シリーズの

方針を具現化している．ただし，学生が教室外での発展的

な学習を進めようとするときの深堀的役割を果たす参考書

や参考文献の例示がやや弱く，惜しまれるところである．
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